
１.作業手順　

①本市からの市民要望を受付する。

②必要に応じて、要望を受けた当日中に要望者に状況確認、立会日等の調整のために連絡をする。

③現地確認し、必要に応じて１次対応を実施し、対応フローに基づき、作業日を決定し、要望者に目途を伝える。

④作業終了後、必要に応じて要望者に連絡する。

２.留意事項

①身分証明書の着用

・受注者は、業務従事者に対する身分証明書（顔写真付）を発行すること。

・業務従事者は、本業務に従事するときは常に身分証明書を着用すること。

②受付について

・受付した内容、市民対応録、作業内容を記録した受付簿を整理し、定期モニタリング時に市に報告すること。

・開庁時間外も電話及びメール等にて受付可能な通信体制を整えること。

③作業時の服装、言動等

・業務実施に当たり、業務従事者の服装、作業態度及び言動等に注意すること。

・作業休憩中の喫煙、雑談等については、原則慎むこと。

④倒木等の事故時は１次対応による安全確保と、市職員が到着するまで、被害者等への状況把握に努め、救急対応の

要請等迅速に対応すること。

判断①：人、民地等に緊急を要する影響があるか。

判断②：緊急性はないが、要望者、一般市民の生活に影響があるか。

判断③：生活には影響はないが、予算、時間の都合を考慮し、要望者と調整し対応。

１次対応：現場確認時に可能な軽微な作業

緊急対応：倒木対応等、当日、または翌日に対応する作業

通常対応：現場確認から、１か月以内に実施する作業

経過観察：定期的に確認を行い、適宜１次対応し、次年度以降に行う作業

※１　現場状況、対応目途等（作業時期等）直接調整すること。

※２　判断が困難な場合、都度相談。

※３　LINE通報等、匿名であっても対応フローに基づき、できる限り対応すること。

除草剪定等植栽に関する市民対応フロー
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市民対応マニュアル

要望者※３

緊急対応

（１次対応含む）
通常対応

（１次対応含む）
経過観察

（１次対応含む）
対応しない

（緊急対応作業例）

倒木、落枝対応

・１次対応：安全対策

・緊急対応：倒木撤去

・スズメ蜂対応

（２、３日以内対応例）

・公園ボランティアの清掃

したゴミ袋回収作業

（通常対応作業例）

周辺環境との調和

・道路建築限界の越境

・カーブミラーとの競合

・架空線との競合

・隣接地への越境

（経過観察対応例）

１次対応のみで、周辺環境

との調和が一定期間（次年

度以降）図られる作業。

（対応しない例）

・１年で複数回の要望

・個人からの樹木伐採要望

・個人からの樹木強剪定要望

・落葉対策のための剪定要望

※市と都度相談し、対応。

吹田市

包括事業者

判断① 判断② 判断③

YES YES

NO NO

・報告

・相談

※２

・連絡

・確認

※１



公園利用及び遊具等施設に関する市民対応フロー

要望者

（現場確認例）

・公園トイレの漏水、つまりの状況

・サッカー、野球等の占用状況

・自転車、ゴミ等の放置状況

・危険なボール遊び状況

・釣り行為状況

・夜間の公園利用状況

・ブランコ、ベンチ等破損状況

・

・

（１次対応例）

・公園トイレの止水、使用

禁止表示。

・破損施設の安全対策（使

用禁止表示含む。）

・

・

吹田市

包括事業者
報告

現場確認 及び １次対応


